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前
号
に
翻
刻
し
た
、
榊
原
芳
野
の
蔵
書
信
録
は
、
東
京
図
書
館
に

寄
贈
し
た
際
、
蔵
書
に
ふ
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
に
寄
贈

時
に
、
事
務
的
に
作
成
さ
れ
た
目
録
が
、
当
時
の
文
書
中
に
あ
る
こ

と
を
、
上
野
図
書
館
の
中
田
館
長
か
ら
御
教
示
を
得
た
の
で
、
余
白

を
か
り
て
、
そ
れ
に
つ
き
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
れ
は
、
明
治
十
六
年
の
『
図
書
贈
進
願
書
隠
場
会
社
等
往
復
綴
』

』
冊
中
に
綴
じ
ご
ま
れ
て
い
る
。
寄
贈
者
の
出
し
た
書
類
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。
．

　
故
榊
原
芳
野
蔵
書
別
紙
目
録
一
通
今
般
東
京
図
書
館
に
寄
贈
仕

　
候
、
右
書
籍
之
儀
ハ
芳
野
多
年
辛
苦
相
集
酒
肉
者
に
付
、
御
館
に

　
於
て
同
人
所
蔵
之
名
目
を
以
て
永
ク
御
保
存
被
成
下
度
、
－
此
段
奉

・
願
候
以
上
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こ
の
次
に
「
故
榊
原
芳
野
納
、
和
漢
新
洋
書
且
録
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
一
枚
三
厘
の
字
書
目
録
で
、
五
十
一
葉
、
郭
清
堂
の
十
三
行
罫

紙
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
書
名
目
録
で
、
和
書
、
漢
書
、
新
書
洋
書
の

三
部
に
分
け
て
あ
り
、
蔵
書
の
部
数
は
一
、
四
八
七
部
、
．
冊
数
は
六
一

五
七
冊
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
本
を
見
な
が
ら
作
成
し
た
目
録
で
、

翻
刻
し
た
蔵
書
目
録
と
は
違
う
。
ま
た
和
洋
の
洋
装
本
は
、
蔵
…
書
目

．
録
に
は
含
ま
れ
て
な
い
。
新
書
洋
書
は
五
七
部
、
　
一
三
六
コ
口
あ

る
。
，
う
ち
洋
書
は
四
点
で
あ
る
。
．
こ
の
寄
贈
に
応
ず
る
領
収
書
は
、
冗

翌
年
三
月
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
料
明
し
た
。
こ
の
榊
原
旧

蔵
本
は
（
．
明
治
十
八
年
六
月
刊
『
東
京
図
書
館
和
漢
書
分
類
目
録
』

後
編
に
収
載
さ
れ
、
「
榊
」
の
注
が
入
ウ
て
い
る
の
で
、
目
録
上
か

ら
も
判
定
で
き
た
が
、
の
ち
の
書
名
目
録
に
は
、
こ
の
注
記
を
省
い

た
為
、
目
録
か
ら
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
七
ま
っ
た
。
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